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1. 2024年7月期第1四半期の連結業績（2023年8月1日～2023年10月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年7月期第1四半期 3,037 △3.6 50 △63.2 50 △64.9 21 △77.2

2023年7月期第1四半期 3,150 10.0 136 △35.8 144 △33.2 96 △32.2

（注）包括利益 2024年7月期第1四半期　　23百万円 （△76.5％） 2023年7月期第1四半期　　99百万円 （△32.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年7月期第1四半期 5.15 ―

2023年7月期第1四半期 22.69 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年7月期第1四半期 8,576 6,081 70.9 1,428.55

2023年7月期 8,567 6,168 72.0 1,449.07

（参考）自己資本 2024年7月期第1四半期 6,081百万円 2023年7月期 6,168百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年7月期 ― 26.00 ― 26.00 52.00

2024年7月期 ―

2024年7月期（予想） 26.00 ― 26.00 52.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2024年 7月期の連結業績予想（2023年 8月 1日～2024年 7月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,614 1.2 847 3.0 847 0.4 555 △7.3 130.51

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年7月期1Q 4,257,200 株 2023年7月期 4,257,200 株

② 期末自己株式数 2024年7月期1Q 180 株 2023年7月期 180 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年7月期1Q 4,257,020 株 2023年7月期1Q 4,249,841 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、今後様々な要因により予想数値と大きく異なる可能性があります。

上記予想に関する事項については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧

ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、資源価格の高騰や、為替の影響、ロシアによるウクライナ

侵攻といった地政学的リスクやインフレの進行により先行き不透明な状況が続いているものの、新型コロナウイ

ルス感染症に関する経済・社会活動の制限緩和が進み、消費行動に回復の動きが見られる状況にあります。

小売、卸売業界におきましても、制限の緩和を受け人流の回復がみられるものの、エネルギー価格や原材料価

格の高騰に加え急激な為替変動等による物価上昇懸念など、依然として先行き不透明な状況にあります。

このような経済環境のなか、当社グループは安定的かつ継続的な成長と企業価値の向上を目指し、「進化する

ウェルネス＆ライフサポート企業」をビジョンとし、引き続き「Ｒｅｂｏｒｎ！ｖeｒ.２」をスローガンとした

中期経営計画の達成に向け、各事業の拡大及び利益確保に取り組んでまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は、卸売事業は売上伸長したものの3,037百万円（前年同

四半期比3.6％減）となりました。損益面では、仕入価格や配送コストなどの運営コスト上昇の影響から営業利益

は50百万円（同63.2％減）、経常利益は50百万円（同64.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は21百万

円（同77.2％減）となりましたが、当第１四半期連結累計期間においては、ほぼ期首の計画通りに推移しており

ます。

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

なお、売上高については、セグメント間取引の調整後の数値であり、セグメント利益又は損失については、セ

グメント間取引の調整前の数値であります。

（卸売事業）

卸売事業は、実店舗向けの販売では秋口の気温が下がらず季節商品の動きが鈍かったものの、テレビショッ

ピング向けの販売では主力となるサプリメントを中心にヘルスケア商品が好調に伸長し、売上拡大に貢献しま

した。一方で円安の影響や運営コストの増加などから原価率が上昇しました。

この結果、売上高は1,740百万円（前年同四半期比1.5％増）、セグメント利益は118百万円（同13.6％減）と

なりました。

（小売事業）

小売事業では、創立４０周年を記念したプロモーションや限定商品の発売などに注力したほか、カタログ通

販の顧客開拓を積極的に進めました。また、ＥＣ領域ではインフルエンサーを活用した販売促進を拡充しデジ

タルシフトに注力するとともに、オリジナル商品の品揃え拡大や販促効率の向上に努めました。売上面では特

にＥＣモールでの競合出店社数の増加に伴う競争の激化や、中国向けＥＣ事業の伸び悩みなどの要因により減

収となりました。利益面では、仕入価格や配送コストなどの運営コストが上昇しました。

この結果、売上高は1,082百万円（前年同四半期比10.8％減）、セグメント損失は102百万円（前年同四半期

は47百万円のセグメント損失）となりました。

（プロパティ事業）

プロパティ事業では、袋井センター及び掛川センターの安定稼働に加え、名古屋センターでの新たな出荷代

行の受注に注力しましたが、競争の激化により減収となりました。利益面では光熱費や新規受託への対応に伴

う運用コストが増加しました。

この結果、売上高は214百万円（前年同四半期比4.0％減）、セグメント利益は31百万円（同27.9％減）とな

りました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、8,576百万円(前連結会計年度末比８百万円増)となりました。

流動資産の増加(同17百万円増)は、主に現金及び預金が103百万円減少したものの、棚卸資産が102百万円、受

取手形及び売掛金が33百万円増加したことによるものであります。

固定資産の減少(同21百万円減)は、主に投資その他の資産のその他が12百万円、のれんが10百万円減少したこ

とによるものであります。

繰延資産の増加(同13百万円増)は、創立費及び開業費を計上したことによるものであります。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、2,495百万円(前連結会計年度末比96百万円増)となりました。

流動負債の増加（同173百万円増）は、主に未払法人税等が130百万円減少したものの、買掛金が274百万円増加

したことによるものであります。

固定負債の減少(同77百万円減)は、主に長期借入金が64百万円減少したことによるものであります。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、6,081百万円(前連結会計年度末比87百万円減)となり、この結

果、自己資本比率は70.9％となりました。

純資産の減少は、主に利益剰余金が88百万円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年７月期の業績予想につきましては、2023年９月４日の決算短信で公表いたしました通期の連結業績予想

に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年７月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,624 2,520

受取手形及び売掛金 1,098 1,132

有価証券 53 53

棚卸資産 792 895

その他 158 143

貸倒引当金 △10 △10

流動資産合計 4,716 4,733

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 686 691

土地 2,429 2,429

その他（純額） 122 120

有形固定資産合計 3,238 3,241

無形固定資産

のれん 174 163

その他 74 71

無形固定資産合計 248 235

投資その他の資産

投資有価証券 129 131

その他 235 223

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 364 353

固定資産合計 3,851 3,829

繰延資産 － 13

資産合計 8,567 8,576
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年７月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 484 758

１年内返済予定の長期借入金 105 99

未払法人税等 173 43

賞与引当金 52 97

役員賞与引当金 14 －

その他 492 497

流動負債合計 1,323 1,496

固定負債

長期借入金 558 494

退職給付に係る負債 82 80

資産除去債務 72 72

その他 362 350

固定負債合計 1,076 998

負債合計 2,399 2,495

純資産の部

株主資本

資本金 361 361

資本剰余金 331 331

利益剰余金 5,451 5,362

自己株式 △0 △0

株主資本合計 6,143 6,054

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25 26

為替換算調整勘定 － 0

その他の包括利益累計額合計 25 26

純資産合計 6,168 6,081

負債純資産合計 8,567 8,576
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年８月１日
　至 2022年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年８月１日
　至 2023年10月31日)

売上高 3,150 3,037

売上原価 2,063 2,005

売上総利益 1,086 1,031

販売費及び一般管理費 950 981

営業利益 136 50

営業外収益

受取利息 0 1

為替差益 5 －

その他 2 1

営業外収益合計 8 2

営業外費用

支払利息 0 0

為替差損 － 0

創立費償却 － 0

その他 0 0

営業外費用合計 0 1

経常利益 144 50

特別利益

保険解約返戻金 － 0

特別利益合計 － 0

税金等調整前四半期純利益 144 51

法人税等 48 29

四半期純利益 96 21

親会社株主に帰属する四半期純利益 96 21
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年８月１日
　至 2022年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年８月１日
　至 2023年10月31日)

四半期純利益 96 21

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1 0

為替換算調整勘定 0 0

その他の包括利益合計 2 1

四半期包括利益 99 23

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 99 23

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2022年８月１日 至 2022年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２卸売事業 小売事業

プロパティ
事業

売上高

顧客との契約から生じる
収益

1,714 1,212 35 2,962 － 2,962

その他の収益(注)３ － － 188 188 － 188

外部顧客への売上高 1,714 1,212 223 3,150 － 3,150

　セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 3 69 72 △72 －

計 1,714 1,215 293 3,223 △72 3,150

セグメント利益又は損失(△) 137 △47 44 133 2 136

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額２百万円は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号)に基づく賃貸料収入等が含まれ

ております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2023年８月１日 至 2023年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２卸売事業 小売事業

プロパティ
事業

売上高

顧客との契約から生じる
収益

1,740 1,082 66 2,889 － 2,889

その他の収益(注)３ － － 148 148 － 148

外部顧客への売上高 1,740 1,082 214 3,037 － 3,037

セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 2 52 55 △55 －

計 1,740 1,085 267 3,093 △55 3,037

セグメント利益又は損失(△) 118 △102 31 48 2 50

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額２百万円は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号)に基づく賃貸料収入等が含まれ

ております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　


